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複雑性尿路感染症に対するEnoxacin長 期投与の検討

愛知県厚生連安城更生病院泌尿器科(部 長：和志田裕人)

和志田裕人 ・阪上 洋 ・岩瀬 豊 ・佐々木昌一

LONG-TERM TREATMENT AND CLINICAL EVALUATION 

OF ENOXACIN IN COMPLICATED 

         URINARY TRACT INFECTIONS

   Hiroto WASHIDA, Hiroshi SAKAGAMI, 

   Yutaka IWASE and Shoichi SASAKI 

From the Department of Urology, Anjo Kosei Hospital 

 (Chief: Dr. H. Washida)

   Enoxacin (ENX) was used in the treatment of 16 patients with complicated urinary tract 
infections. ENX was orally administered 600 mg three times a day for 14-32 days. Clinical 
results evaluated according to the criteria of UTI committee were excellent in 6 cases, mo-
derate in 3 cases and poor in 6 cases. The overall efficacy rate was 60.0%. Two moderate 
cases at 5 days showed excellent results at 14 days. Twelve out of 18 bacteriological strains 
were eradicated, with the elimination rate of 66.7%. As side effects, slight constipation 
occurred in one patient, and he was treated with purgatives. Photoallergic eruptions occurred 
in one of the 16 patients. He was treated with an antihistamic agent and soon reco-
vered. 
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Enoxacin(ENX)は 大 日本製薬㈱ 総合 研究 所 で

合成,開 発 され た ピリドソ カル ボ ン酸系抗菌剤 で,

F三g.1に 示す化学構造を有 して い る1).ENXの 抗

菌 スペ クトラムは グラム陽性菌,緑 膿菌,セ ラチアを

含む グラム陰性桿菌,ブ ドウ糖非発酵菌,マ イ コプラ

ズマなどに抗菌作用を示 し,そ の抗菌力は類縁抗菌剤

のなか では最 も強い部類に属 す る2・3).ENXは 経 口

投与 で腸管 よ りの吸収 は良好であ り,高 い血中濃度が

得 られ生体 内でほ とんど代謝 される ことな く,24時 間

で約65%が 尿中に排泄 され る4).ま た動物実験におい

て安全性 も認め られている4)こ の ような基礎的,臨

床的 成 績 を 背 景 に1986年1月27日 か ら一般臨床に供

用 され始めその有用性は高 く評価 され始めてい る.し

か しこれ らの報告の多 くはUTI薬 効評価基 準 に 従

った3目 間あ るいは5日 間投 与 した症例 であ り,複

雑性尿路感染症に対 して長期間投与の効果 あるいは安

全性について言及 した ものは少ない,今 回われわれは

愛知県厚生連安城更生病院泌尿器科において,複 雑性

尿路感染症例に本剤を長期投与す る機会を得た のでそ

の臨床使用結果を報告す る。

対象と投与方法

対象は1986年1月 か ら同年8月 までの8ヵ 月間に愛

知県厚生連安城更生病院泌尿器科を受診 した複雑性尿

路感染症患者16例 で,慢 性膀胱炎,慢 性腎孟腎炎を有

していた.年 齢 は20～81歳(平 均65.0歳)で あ り,性

別は男性11例,女 性5例 であ った.

投与方法は1回200mgを1日3回,14～32日 間

経 口投与 した、 臨床効果 の判定はUTI薬 効評価基

準 に準 じて投 与5日 目または投与終 了時に行な った.

成 績

ENXを 投与 した16症 例を一括 してTablelに 示

した.こ れ らの うち効果 判 定 しえた 症例は15例 で あ

り,副 作用については16症 例全例について検討 した.

効果判定 できxた15例 は全例非 カテーテル留置例であ

り,そ の臨床効果は著効6例,有 効3例,無 効6例 で

有効率60・0%で あ った(Table2).投 与5日 目と14日
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目に臨床効果を判定 した症例は6例 であ り,そ れ らの

有効率 はともに66.7%で あ ったが,こ れ ら6例 の うち

5日 目に有効であ った2例 は14日 目には著効 と判定 し
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Fig.1.ChemicalstructureofEnoxacin.
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えた(Table3).医 師 判 定 で は著 効8例,有 効4例,

や や 有 効2例,無 効2例 で あ った(Table4).group

別 で は単 独 感 染 群 で は著 効5例,有 効3例,無 効4例

で あ り有 効 率66,7%で あ り,混 合 感 染群 では 著 効1

例,無 効2例 で あ り有 効 率33.3%で あ った(Table

5).

細 菌 学 的 効 果 に つ い て は単 独 感 染 群 で は 原因 菌12株

中8株(66.7%)が 消失 し,混 合 感 染 群 で は原 因 菌6

株 中4株(66.7%)が 消 失 し,全 例 で は18株 中12株

(66.7%)が 消 失 した(Table6).副 作 用 は症 例8V=一

Table1.ClinicaleffectofEnoxacin(16cases).
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Table2.OverallclinicalefficacyofEnoxacinincomplicatedUTI,

Bacreriurie

Pyuria

Eliminated

Decreased

Ropbcθd

Unchanged

EfficacyonDYuria

Cleared

画
z

8(53.3%)
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i
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3
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3(20.0%1

6偽0.O%)

Overalleffectivenessrate

9/15(60.0%)

Table.3. OverallclinicalefficacyofEnoxacinin16cases

After5daysand14days.

Excellent Moderate Poor

After5days 2(33.3%) 2(33.300/a) 2(33.3%)

After14days 3(50.0%) 1(16.7%) 2(33.3%)

Table4.Clinicalevaluationbydoctors.

TotalNo.

ofcases
Exce閥ent Moderate Fair Poor

16 8(50.0%)4(25.0%)2(12.5%)2(12.5%)

Table5. OverallclinicalefficacyofEnoxacinclassifiedbytypeof
infection(UTIevaluation).
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軽度便秘を 認めENXの 投与を中止 し緩下剤 の投与

に よ り症状 は改善 した.症 例11で は投与21目 目か ら光

線過敏性皮疹を認め本剤の投与を中止 し,た だちに抗

ヒスタ ミン剤 を投与 し症状 の改 善 を 認 め た(Table

7).副 作用 を呈 した2症 例を含めた5症 例につ いては

本剤投 与前後に血液学的検査 は施行 しなか った.投 与

前 と投 与終 了時に検査 した11症 例 の臨床検査成績 から

末梢血液像,肝 ・腎機能には何 ら異常は認めなか った

(Table8).

考 察

ENXは1,8一 ナフチ リジ ン環 の6位 に フッ素原子 と

7位 にpiperazinyl基 を結合 す る ピリ ドンカル ボソ

酸 系 の 誘 導 体 で あ り,NA,PA,PPA,CINX,

NFLXな どと類縁の化合物 であるが,そ の抗菌 スペ

クトラムはさ らに広 くな りグラム陰性桿菌 のみな らず

グラム陽性菌 にも抗菌作用を示 し,か つ抗菌力 も増強

されている とい う注 旨すべ き抗菌 剤である,今 回われ



Table6.
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BacteriologicalresponsetoEnoxainin

urinarytractinfections.

IsolatesNo. of Eradi- Per-  strains cated sisted

 E.  coli5 4 1 

E. faecalis3 3 0 

S. epidermidis 3 2 1 

S. marcescens 1 1 0 

Pr. mirabilis 1 1 0 

a. streptococcus 1 1 0 

Ps. cepacia1 0 1 

Ps. aeruginosa 1 0 1 

E. avium1 0 1 

YLO1 0 1 

  Total1 8 1 2 6
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成績が5日 目の成C一 比べて良かった ことに注 目して

い ると報告 している7).今 回われわれ も,5日 目に有

効 と判定 された2症 例が14日 目に は著効 と なって お

り,ENXの 長期投与に よる有用性 が示唆 された.副

作用 は2例 に認めた.1例 は軽度便秘 となったため本

剤投与を中止 し,緩下剤投与に よ り速やか に改善 した.

他の1例 は光線過敏性皮疹を投与21日 目か ら認あ,28

日目当科受診 した.受 診後た だちにENX投 与を 中

Table7.Sideeffects.

Case No.Side effects
Day(s) 

appeared

 8 constipationuncertain 

11photoallergic eruption 21

Table8.Laboratoryfindings.

 (B  : before. A : after/

Case 
No. 

(Sex/

BBCHbHtWBCPlatelet GOTGPTAl-pT BiBUNS&Cr 

(10.4040 (9/48) 1%)(/erg (10s/e40 (U)(U)(U)(NMI) (W4d8) (ail/44)

B A B A B A BAABABABABABABA

1 M 522 514 16.2 16.6 49.3 48.6 4,600 5,500 18.6 15.3 19 15 8 8 148 143 0.58 0.68 22 26 1.2 1.2 

2 F 383 377 11.0 11.3 34.0 33.8 5,500 5,100 28.9 21.9 14 14 8 8 102 115 0.47 0.52 20 15 1.0 1.2 

3 M 400 404 13.0 13.3 38.7 39.8 6,300 5,800 27.3 32.2 18 14 11 6 125 101 0.63 0.72 I7 95 1.4 1.2 

4 F 390 366 8.5 8.0 27.9 26.1 5,800 5,700 45.5 40.6 12 12 7 5 133 121 0.56 0.42 13 I5 0.8 0.9 

5 F 429 370 13.9 12.3 40.2 34.6 7,700 5,500 32.2 27.1 14 17 10 13 151 121 0.43 0.43 19 II 1.0 1.0 

6 F 406 -395 13.2 12.7 38.5 37.3 6,100 5,200 42.4 32.6 II 13 7 9 74 63 0.47 0.44 16 (6 1.1 0.9 

7 M 38811.837.6 7,100 19.717111980.47251.6 

8 M41812.539.5 4,200 18.01281140.36141.2 

9 M 429 405 14.7 13.7 41.6 39.1 5,600 6,500 22.3 23.5 18 17 - 20 16 94 91 0.84 1.16 14 17 1.2 1.2 

10F 368 387 12.8 12.9 37.5 38.5 4,300 4,800 17.9 12.1 41 39 36 25 185 199 0.52 0.67 17 18 1.1 1.2 

11M - 412 13.840.15,50026.6(5201020.86as1.2 

12M 

(3M 452 471 13.9 13:7 " 41.7 42.7 7,400 6,700 25.8 38.2 15 21 11 13 142 139 0.61 0.45 11 11 0.9 0.8 

14M 384 362 12.6 , 12.0 39.1 37.2 5,900 7,100 20.4 16.9 22 16 16 19 153 123 0.66 0.59 18 29 1.5 1.6 

15M 441 446 14.9 15.4 45.7 45.8 7,900 4,200 17.5 17.4 26 23 21 23 101 89 0.83 0.95 16 16 1.2 1.1 

16M36912,338.49,50024.6 28351040.25110.9

われは複雑性尿路感染症16例 にENXを 経 口投与 し,

15例に 対 してUTI薬 効評価基準 に準 じて臨床効果

判定を行なった.総 合有効率は60・0%で あ り,投 与前

分離菌の消失 率は66.7%で あった.黒 田 らは複雑性尿

路感染症におけるENXの 有効率 は60%5),山 本 ら

は57.1%6)で あ った と報告 してお りわれわれの経験例

も同様の成 績であ った.今 回われわれ は長期投与に ょ

る効果 と副作用について も検討 した・土 田らは8症 例

Y'ついて5日 目と14日 目に効果判定を行ない14日 目の

止 し,抗 ヒスタ ミン剤の投与を行 ない約2週 間後に は

症状はほぼ全 快しfic.ll症 例につ いては投与前 と投与

終了時に血液生化学検査を施行 し異常変動を示 さなか

った.副 作用を認めた2症 例を含めた5症 例について

は血液生化学検査 は施行 されなか った 。以上 の成績か

ら総体的に安全性 に優れてい るとの印象 を受けた,

症例数が少ないので断定的な こ とは いえ な い が,

ENX長 期投与 の有用性 と安全性は高 く評価 して よい

と考 えられた。
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■グリチル リチン製剤

___ミ 罷 性 疾 患

慢 性肝 疾 患 に ・・…

夢亜7=ネオミ/77」 ゲ γ γ_匿
●作用

抗 ア レル ギー作用,抗 炎 症作 用,解

毒 作 用,イ ンター フ ェロ ン誘起 作用,
お よ び肝細 胞障 害抑 制 ・修 復促 進作 用

を有 します。

●用法 ・用量1日1回,1管(2ml,5m1 ,
症状 により適宜増減。

慢性肝疾患 には,

健保適用

健保略称 強 ミノC
●適 応症

ア レル ギー性 疾患(喘 息一 韓麻 疹,湿 疹,ス

トロフル ス,ア レル ギー性鼻 炎 な ど)。食 中毒 。

薬 物 中毒,薬 物 過敏 症,ロ 内 炎。

慢性 肝疾 患 にお け る肝機 能 異常 の改善 。

または20皿の を皮下または静脈 内に注射。

1日1回,40mIを 静脈 内 に注 射。 年 齢,症 状 に よ り適 宜 増 減。

包装20m15管 ・30管,5副5管 。50管,2m110管 ・100管
崇使用上の注意 は,製 品 の添付文嘗 をご参照 †さ㍗㌔

●内服療法には 』匹盟 昏 回=召
錠二号

包装1000錠,5000錠

財 麟 ミノファ門ゲン製薬本舗(〒160)東 京都新宿区四谷3冨2-7


